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               論   文   の   要   旨 
 
著者は本研究で、これまでにない栽培利用システムとして、花壇用花きの室内栽培・利用シス
テムの構築を目指した。そのために、布素材の栽培容器の開発とその特性調査、室内栽培に適し
た焼却可能な培地の開発、室内において生育の制限要因となる弱光条件に適応性のある品目のス
クリーニングに取り組んだ。 
まず最初に、著者は、花壇用花きの室内利用に向け、平板状の布容器を開発し、その実用性を
評価した。その結果、布容器の特徴として、ポリポットと比べ培地温が低く保たれることを明ら
かにした。さらに、布容器で発生が問題となる菌類がSimplicillium属菌であり、ヒバ油の防除効果
が高いこと、また、布容器表面に析出する白色の固形物が硫酸カルシウムであり、培地に腐葉土
を用いないことで発生を防止できることを示した。 
次に、著者は、この栽培システムに適した、焼却可能な軽量培地の種類と量を検討した。培地
の種類に関しては、ピートモス単体では生育阻害が認められたが、コイアとピートモスの混合培
地におけるマリーゴールドとダイアンサスの生育は、赤土を主体とした標準培地と同等であり、
実用性が高いことを明らかにした。培地の有効水分は、標準培地と比べ有機質培地で高かった。
C-N率は有機質素材で高く、pHはピートモス比率が高いほど低かった。このように、有機質培地
において実用上問題ない生育が認められたものの、その物理化学特性は標準培地と大きく異なっ
ていた。最適な培地量を検討したところ、100 mLでは生育阻害が認められたため、200 mLある
いはそれ以上が適していることを明らかにした。 
さらに、著者は、花壇用花きの室内利用を目指し、９品目について弱光条件下（1000 lx、16.8
 µmol·m−2·s−1 PPFD）での品質保持特性を調べた。開花期間を指標に各品目の室内適応性を評価
した結果、これらの品目は3つのグループに分類された。グループ１は、開花期間自体が短く、
弱光処理の影響が判然としないグループ。これにはヒマワリが含まれた。グループ２は、弱光処
理区で開花期間が3週間未満と短く室内適応性が低いグループ。これには、ペチュニア、サルビ
ア、バーベナが含まれた。グループ３は弱光処理区で開花期間が３週間以上と長く、室内適応性
が高いグループであり、これにはビンカ、インパチェンス、マリーゴールド、トレニア、ジニア
が含まれた。弱光の影響は草丈や最大側枝長に対して大きく、株張に対しては小さい傾向にあっ
た。一方で、葉色はほとんどの品目で弱光下でより濃くなった。さらに、弱光への適応性が高か
ったビンカ、トレニア、ジニアについて、光強度の違いが観賞時の生育や開花に及ぼす影響を調
べた結果、いずれの品目も、500 lx（8.4 µmol·m−2·s−1 PPFD）では観賞に堪える品質を維持でき
なかった。一方で著者は、いずれの品目も光強度が大きくなるにつれて開花期間が延長すること
を明らかにしたが、光への応答は品目により異なっていた。つまり、ビンカおよびトレニアでは、
2500 lx（42.0 µmol·m−2·s−1 PPFD）で開花期間の延長が見られた。さらにジニアでは、開花数が
増加を続けることを明らかにした。以上の結果から、これらの3品目では、窓際など明るい室内
で長期間の観賞が可能であることが示された。 
 
               審   査   の   要   旨 
 
 本論文は、本来は屋外で利用され、陽生植物が多い花壇用花きを屋内で栽培・観賞するために、
１）軽量で、可燃ゴミとして処分できる培地を開発してその特性を解明し、２）屋内栽培で最も
大きな問題となる耐陰性について、花壇用花きの主要品目の特性を明らかにし、さらに、３）そ
れらの知見に基づいて実用化可能な栽培システムを開発したもので、いずれも新規性が高い成
果・知見である。特筆すべきは、これまで誰も取り組まなかった、花壇用花きの屋内利用という
新しい試みにチャレンジし、栽培システムを構築して、実際に商品化の目途を立てたことである。
この成果は、屋内で多様な花き類の栽培を気軽に楽しめるシステムとして、今後、花き園芸の振
興と発展に大きく貢献するとともに、学術的には、栽培学に新たな研究分野を切り開く成果とし
て高く評価できる。また、これまで陽生植物と考えられていた品目が強い耐陰性を示す現象を発
見し、植物の環境適応性機構の研究に新たな課題を提示したことも、学術面から高く評価される
べき成果である。 
 平成２９年１月２５日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判断された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
